
● どんな体験ができるの?

三角錐や四角錐などの錐体の内側に鏡をはったものを錐体
すいたい

鏡
きょう

と言います。正 20 面体

の中心と 1 つの面を結んでできる正三角錐の内側に鏡をはり、中にいろんなものを入

れてみましょう。ビー玉を入れたら何が見えますか？正三角形のプラ板を入れるとど

うでしょう？

プラ板の各辺の角の部分を黒く塗ってみましょう。鏡にサッカーボールの形が浮か

び上がります。

● 準備するもの

塩ビミラー板、スチロール板、ビー玉、ビニールテープ

● 体験の手順

(1) 正 20 面体の中心と 1 つの面（3 つの頂点）を結んでできる正三角錐の斜面の形

に切り出したミラー板 3 枚をビニールテープで貼り合わせて正三角錐を作る。

(2) スチロール板を切って作った正三角形（1 辺が 3cm）の各辺を 3 等分する位置に

印をつけ、頂点にできる小さな正三角形にマーカーで色を塗る。

(3) (1)で作った錐体鏡の中にビー玉を入れてみる。

(4) (2)で作った正三角形を入れてみる。

● 気をつけよう

三角形の頂点や辺がとがっているので工作のときにけがをしないように注意しよう。

● くわしくしらべてみよう

錐体鏡の中にいろいろなものを入れて観察してみましょう。

正多面体ってどんな形の図形でしょう。

正多面体は全部でいくつありますか。
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